
東京外国語大学オープンアカデミー 高校生のための国際理解セミナー 
 

参加申込書 
 

参加者募集要項の内容を承諾の上、「高校生のための国際理解セミナー」への参加を申し込みます。 

（★の項目は必ずご記入ください。） 

ふりがな  性別（★） 保護者名（自筆）（★） 

氏 名（★） 

 

 

生年月日（★）     年   月   日（年齢   歳） 

  

連絡先住所 

（書類送付先）（★） 

（〒       ） 

 

電話番号１（★）  自宅 ・ 携帯 

電話番号２  携帯電話 

ＦＡＸ番号  自宅 

メール・アドレス（ＰＣ）  

メール・アドレス（携帯）  

学校又は 

所属団体等 

 

学年：    年生   

参加を希望する理由（★） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

備考 

・濃い字ではっきり書いてください。 

・この申込書を東京外国語大学に提出した時点で、東京外国語大学が、オープンアカデミー運営に必要な範囲（※）において、申請者の個人情報を 

利用することに同意したものとさせていただきます。 ※必要な範囲…（申込者全員に対して）受講可否の選考及びその通知 
 

事務使用欄（以下の欄には記入しないでください。） 

受付日 受付番号 入力日 通 知  

     



 

東京外国語大学オープンアカデミー          参参加加者者募募集集要要項項  
 
第７回 高校生のための（高校に在籍していなくても、同年代であれば参加できます） 

国国際際理理解解
 グ ロ ー バ ル  

セセミミナナーー  
京外国語大学では、高校生及び同年代の青少年を対象として、世界のさまざまな課題について考え、

文化や国際問題に対する感性とコミュニケーション能力を高めることを目的とした、２日間のセミ

ナーを実施します。自分の頭で考え、積極的に人とコミュニケーションしようという気持ちさえあれば、

だれでも大歓迎！ 英語ができるかどうかは問いません。皆さんの参加をお待ちしています！ 

※この講座は、英語、その他の言語の学習を目的としたものではなく、レクチャーも日本語で行います。 

 

InterACTing with the Global Society 
 

外外大大生生とと  

世世界界をを語語ろろうう！！  

「「多多文文化化共共生生」」ををテテーーママにに  

 

ワークショップ 

レクチャー 

グループ討議と発表 

大学生・留学生との交流 
 

 
 

２０１０年１２月２５日（土）～２６日（日） 
TUFS OPEN ACADEMY 

東 



プログラム ※今後の調整によって、多少、変更になる可能性もありますので、ご了承ください。 

09:30～10:00 受 付 

10:00～11:00 開会式、オリエンテーション、参加者自己紹介など 

11:00～12:30 ワークショップ 

ファシリテーター：木下理仁（東京外国語大学国際理解教育専門員） 

         ＆学生スタッフ 

12:30～13:30 昼食（弁当持参）・休憩 

13:30～15:00 ゲストのお話、意見交換 

15:00～16:30 レクチャー「多文化共生を考える視点 その１」（仮題） 

講師：東京外国語大学教員（調整中） 

16:30～17:30 １日目のふりかえり 

17:30～18:30 大学生（留学生を含む）との交流会（夕食） 

１

日

目 

２５日（土） 

18:30～19:30 自由交流（希望者のみ） 

09:00～10:00 大学紹介、キャンパス・ツアー（希望者のみ） 

10:00～11:00 レクチャー「多文化共生を考える視点 その２」（仮題） 

講師：尹慧瑛（東京外国語大学准教授） 

11:00～16:00 グループ討議、発表、講評 

※グループごとに適宜、昼食 

16:00～17:00 ２日間のふりかえり、閉会式 

17:00 終了・解散 

２

日

目 

２６日（日） 

17:30～19:00 セミナー報告書の作成（任意参加） 

 

講師等プロフィール 

 

尹
ゆ ん

 慧
へ

 瑛
よ ん

  東京外国語大学 准教授 

北アイルランド紛争を通じて、暴力と和解、「社会の共有」の問題を考えてきた歴史・社会学者。在日コリアン３世と

いう自身のアイデンティティを出発点として、日本の「多文化共生」についても日々さまざまな思いをめぐらせている。

２日目のレクチャーを担当。 
 

木下
き の し た

理仁
よ し ひ と

  東京外国語大学 多言語・多文化教育研究センター 国際理解教育専門員 

 異文化理解、南北問題、国際協力、戦争と平和など、さまざまなテーマでワークショップを行うほか、小中学校で国際

理解教育の実践に取り組む学生ボランティアへの助言もしている。２日間のセミナーの進行を担当。 

 

＊＊＊＊＊＊ 昨年のセミナー参加者の「声」 ＊＊＊＊＊＊ 

 

「この二日間は、とにかく“聞いて、考えて、言葉にする！”でした。今まで同世代の人達、それも初対面の人達と、あんなに濃い二日を過ご

したことはなかったと思います。」 

「ゲストの方々や尹慧瑛さんの一言一言の裏には、それぞれ計り知れないほどの経験があり、その中にはつらい経験や母国や日本の歴史的背景

の絡みなどもありました。今までは「自分がなに人で、なぜここにいて、どんなアイデンティティを持っているか・・・」などといった事は考

えた事もありませんでしたが、今回のお話の中で、「今自分がいる環境は決して当たり前ではないんだ・・・」とか、「自分のアイデンティティ

って何だろう・・・」などと改めて自分について考えさせられました。」 

「現役の外大生の皆さんとお話することができ憧れの東京外国語大学での大学生ライフや受験のことなどについても、たくさんのことを教えて

いただきとても嬉しかったです。」 

「どんな小さな自分の意見にも、皆さんが耳を傾けて下さったのが、すごく嬉しかったです。それまで大人数の中の話し合いだと、自分の意見

を遠慮してしまったり、人に賛成するだけでしたが、自分の意見に納得してくれる人がいたり、自分の意見によって他人の意見を変えることも

できるということに喜びを感じました。“自分なんか…”とネガティブに思うより“自分はこう思うんだ”と自信を持って“自分を発信する”

ということを学びました。だから、自分のまわりの人にはもちろん、自分自身にも耳を傾けて、気持ちを大切にしていこうと思いました。」 

「一生懸命考え、真剣に討議し、たくさんの友達ができ、思いっきり楽しんだ最高の 2日間でした。」 



参加条件・申込み方法等 

 

日  程  ２０１０年１２月２５日（土）～２６日（日） ２日間 

会  場  東京外国語大学 府中キャンパス（東京都府中市朝日町 3-11-1） 

西武多摩川線「多磨」駅より徒歩５分、又は京王線「飛田給」よりバス 

対  象  高校生及び同年代（1992 年４月２日～1995 年４月１日生まれ）の青少年 

※国籍、学校等への在籍は、問いません。 

募集人数  ４０名（最少催行人数：２５名） 

      ※申込み先着順。但し、同じ学校からの参加 

は５名までとさせていただきますので、ご 

了承ください。 

 

受付期間  2010 年 11 月１日～12月 10 日（必着） 

      ※但し、12月 10 日以前に申込み人数が定員 

に達した場合には、その時点で締め切ります。 

締め切り間際にお申し込みいただいてもお断 

りせざるを得ないことがしばしばありますの 

で、なるべく早めにお申し込みください。 

 

受 講 料  ３，０００円 

※別途、交流会費等（3,000円程度）が必要に

なります。また、交流会（夕食）以外の食費、

ご自宅から会場までの旅費、宿泊費は、各自ご

負担ください。お支払い方法については、参加

決定通知と合わせてご連絡させていただきま

す。 

 

応募方法  裏面の「参加申込書」を切り取るか、コ

ピーして、必要事項を記入し、下記の申

込み先までファックス又は郵便でお送

りください。また、宿泊が必要な方は、

事前に宿泊先を確保した上でお申し込

みください。 
 
 
 
 

 

 

 

 
[お申込み先] 東京外国語大学 総務企画課 広報係 

〒183-8534 東京都府中市朝日町 3-11-1 TEL:042-330-5823 FAX:042-330-5140 tufs-openacademy@tufs.ac.jp 
http://www.tufs.ac.jp/common/open-academy/ 
 

[企画・運営] 東京外国語大学 多言語・多文化教育研究センター 多文化コミュニティ教育支援室 

http://www.tufs.ac.jp/blog/ts/g/cemmer_mclsc/ja/ 


